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Ⅱ 開発開始

昭和６２年（１９８７年）から

Ⅲ 概要

１ 目的

医療とその科学は、過去に多くの疾病を克服し、社会に大きく貢献してきた。しかし、

疾病による社会的損失、人心に与える不安などを考慮すれば、疾病の動向の予見やその防

止に効果的な施策を行うことも、行政的には重要であると考える。

本所で開発している疾病動向予測システム（ＳＡＧＥ：Structural Array GEnerator）

は、疾病の状況把握と将来予測を目的としたものであり、保健医療行政をより効果的に推

進することを可能にする政策支援システムである。

２ システムの概要

効果的な行政施策を立案するためには、対象となる事象の①正確な現状認識と②確実な

動向予測が必要である。このことは保健医療対策においても例外ではない。そのためＳＡ

ＧＥは、次の２つのシステムより構成されている。

① 疾病とそれを取りまく環境の実態を把握するための大規模データベースシステム

② データベースに蓄積された情報を加工し、疾病の動向予測を行う情報処理システム

ＳＡＧＥを用いることにより、疾病の①過去から現在までの推移の精密で的確な把握及

び②今後の動向の予測が可能となる。その結果、より有効な保健医療対策を企画立案する

ことが可能となる。

３ 現システムの構成

本システムの現在のハードウエア構成は次のとおりである。

(1) データベースシステム

本 体：VAX Station-II/GPX 主記憶 5MB，HD 800MB

使用言語：VAX FORTRAN Ver. 5.0

現在、Windows95用のシステムを開発中である。

(2) 予測システム

Ｏ Ｓ：Windows3.1またはWindows95（ＣＤ－ＲＯＭ必須）

使用言語：Visual Basic



４ 世代マップ

わが国では、1899年（明治32年）以来、全国規模で人口動態統計事業が毎年実施されて

いる。この情報を利用することにより過去約 100年におよぶ国民の死亡の推移の精密な全

体像を把握することが可能である。

すなわち、人口動態統計の死亡数表を利用し、

① 適切な数学的処理（スプライン補間）を施す

② 出生世代別の死亡数を調査年ごとに計算する

③ 縦軸を出生世代、横軸を調査年とし、この死亡数をもとに疑似地形図を描く

という一連の処理により「世代マップ」が得られる。世代マップの特徴を利用して、死因

となる疾病の推移状況の把握と動向予測を行う。

５ 疾病の推移状況の把握

世代マップの上に、等死亡数線（通

常の地形図の等高線と類似の概念）を

描いたものが「世代マップ」である。

この世代マップを使うことにより、あ

る社会における死亡の分布状況につい

て、時代と年代と年齢の三者が織りな

すパターンの①精密な観測、②適切な

解析、③的確な認識などが可能となる。

子宮がんと乳がんによる死亡数の年次

推移を図１に、世代マップを図２及び

図３に示す。

図１ 子宮がん･乳がん死亡の年次推移（全国）

子宮がんによる死亡数は1950年の

8783名から1988年の4724名と年々減少

している。この様な疾病の場合、マッ

プの左側に死亡数のピークが現れるの

が特徴である。このピークは、1899-

1913年という明治後半生まれの世代で

構成されており、これ以後の世代では

死亡数が急激に減少している。そのた

め、子宮がんによる死亡は今後も当分

の間は減少を続けるであろうと推定さ

れる。

図２ 子宮がん死亡の世代マップ（全国）



子宮がんとは逆に乳がんによる死亡

数は戦後増加の一途をたどっている。

この様な場合には、図の右側にピーク

が現れるのが特徴である。現在、 48-

59歳と比較的若い世代によりピークが

構成されている。今後さらに死亡数の

増加が推定される。

６ 疾病の将来予測

①マップを各行（世代）および各列

（時代）ごとに切り、②切り取った面

の形状を観測・分析し、③疾病動向の

予測を行う。この様な手順で、世代マ 図３ 乳がん死亡の世代マップ（全国）

ップを巨視的な疾病の状況把握と動向

予測に利用することが可能である。

具体的には、①横軸に年齢、縦軸に

死亡数をとり、②死亡数の世代別死亡

年齢分布図を描き、③世代別死亡数が

上昇傾向にあるのか、下降傾向にある

のかを観測し、④その情報を基礎に予

測を行う。図４に子宮がん、図５に乳

がんによる死亡の世代別死亡年齢分布

図を示す。これらの図より、各疾病に

よる死亡状況の今後の推移を精度よく

予測することが可能である。

［ 現 在 の 予 測 例 ］ 図４ 子宮がんの世代別死亡年齢分布図（全国）

① 総死亡

高齢者死亡率の改善は、多くは望め

ないであろう。

総人口の占める高齢者の割合が増加

するのに合わせ、死亡者総数は徐々に

増加していくであろう。

② 肝硬変

死亡者総数は着実に減少していくが、

昭和ひと桁世代では増加するであろう。

③ 食道癌

１９２３年世代以降の男子で著しい

増加が予想される。

２１世紀初頭には年間死亡者が現在 図５ 乳がんの世代別死亡年齢分布図（全国）

の２倍に達することも考えられる。

④ 胃癌

年間死亡者数は着実に減少するであろう。

⑤ 肺癌

１９２３年世代以降の男子で著しい増加が予想される。

２１世紀初頭には年間死亡者が現在の２倍に達することも考えられる。

⑥ 子宮癌

今後も年間死亡者数は着実に減少し、２１世紀初頭には現在の２／３になろうと期待さ



れる。

⑦ 乳癌

１９１０年以降の世代での死亡数急増傾向が注目される。今後も増加の一途をたどり、

２０００年ころには現在のほぼ１．５倍に達すると考えられる。

７ システムの完成に向けて

社会情勢の国際化傾向が進む中で、疾病対策もまた急速な国際化を迫られている。国際

化と地域の利益を両立させながら疾病対策の実を上げるには、世界的な観点から疾病の現

状を捉えるための情報を収集し、その将来の動向を予測しつつ、地域的な課題に対処する

という姿勢が求められる。またこうした努力の成果は諸外国へ提供してそれぞれの地域に

特有の医学的課題の解決に活用されることも期待できよう。情報化の特質は地域における

疾病対策の成果の広域的利用を可能にするところにある。国際的な情報拠点である東京都

において疾病対策支援のための情報システムを構築することの行政的意義はきわめて大き

い。

先見性ある政策決定を可能にするシステムを構築し行政に活用していくことは、現在の

都政に課せられた大きな課題のひとつである。これなくして科学的行政は行い得ないと考

える。

科学的行政を推進するための支援システムであるＳＡＧＥは、ようやく実用化の見通し

を得るに至った。今後、われわれを取りまく社会と環境（病原微生物、食品、水、化学物

質など）に関する調査データを蒐集してデータベースを拡充すると共に、システムの課題

処理能力を強化するためにハードウエアの拡充整備を行い、さらに広範かつ正確な疾病の

現状把握と動向予測を可能にしていきたいと考えている。
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